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仙台市の人口（対前月増減数）

仙台市政だより　令和３年（2021年） 11月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

男：531,564人　女：566,165人　計1,097,729人（ｰ134)　529,929世帯（＋88）       
10月１日現在（令和２年国勢調査速報値を基準に推計）

　
多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
で
は
、

専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
社

会
貢
献
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
プ
ロ

ボ
ノ
」
と
地
域
住
民
が
協
力
し
て
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
地
域
課

題
解
決
プ
ロ
ボ
ノ
活
用
事
業
」
を
９
月

に
開
始
し
ま
し
た
。
参
加
す
る
の
は
Ｉ

Ｔ
企
業
の
社
員
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
歴
を
持
つ
11
人
の
プ

ロ
ボ
ノ
。
仕
事
で
培
っ
た
能
力
を
生
か

し
、
来
年
１
月
ま
で
若
林
区
遠
見
塚
地

区
と
泉
区
住
吉
台
地
区
で
活
動
し
ま
す
。

　
９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
遠
見
塚
地

区
の
第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
地

域
で
開
催
し
て
い
る
「
遠
見
塚
香シ
ャ
ン

香シ
ャ
ン

体

操
サ
ロ
ン
」
の
参
加
者
が
減
少
し
、
活

動
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
サ
ロ
ン
活
動
の
活
性
化
に
向

け
て
、
住
民
と
プ
ロ
ボ
ノ
が
活
動
内
容

の
見
直
し
や
新
規
参
加
者
の
獲
得
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
。
今
後
、

子
育
て
世
代
の
参
加
を
新
た
に
促
す
た

め
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
方
は
「
プ
ロ
ボ
ノ
の
方
々
か

ら
新
し
い
知
恵
や
刺
激
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
期
待
を
述
べ
、
プ
ロ
ボ
ノ
の
方

も
「
少
し
で
も
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
。
地
域
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

市政
トピックス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

メ
ダ
リ
ス
ト
に
「
賛
辞
の
楯
」
を
贈
呈

▲南三陸町観光協会の阿部さん。
震災体験談を語ってくれました

市政
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ス
キ
ル
や
専
門
性
を
生

か
し
て
地
域
課
題
の
解

決
を
サ
ポ
ー
ト

　
市
で
は
、
10
月
15
日
に
行
わ
れ
た
全

国
地
域
安
全
運
動
第
33
回
仙
台
市
大
会

で
、
７
団
体
・
98
人
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
防
犯
功
労
団
体
、

防
犯
功
労
者
、
退
任
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
順
不

同
・
敬
称
略
）。

〔
防
犯
功
労
団
体
〕
本
櫓
丁
光
櫓
会
、

東
中
田
防
犯
指
導
隊
、
上
杉
地
区
防
犯

協
会
、
桜
ケ
丘
地
区
防
犯
協
会
、
岩
切

今
市
防
犯
協
会
指
導
隊
、
榴
岡
防
犯
協

会
、
本
田
町
町
内
会

〔
防
犯
功
労
者
〕
藤
原
直
、
江
刺
克
郎
、

新
木
源
太
郎
、
吉
田
邦
子
、
髙
島
新
、

金
丸
毅
、
玉
川
公
、
富
内
つ
や
子
、
降

旗
武
、
高
橋
厚
子
、
中
島
武
夫
、
赤
間

正
明
、
熊
谷
博
明

〔
防
犯
指
導
隊
員・防
犯
女
性
部
員
退
任
〕

遠
藤
節
夫
、
庄
司
栄
一
、
鈴
木
運
一
、

山
口
博
之
、
赤
井
畑
弘
盛
、
佐
藤
惣
之

助
、
村
主
日
幸
男
、
西
山
か
つ
子
、
千

田
さ
か
え
、
大
槻
惠
子
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地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰

え
、「
賛
辞
の
楯
」
を
各
選
手
へ
贈
呈

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
に
は
市
役
所
で
張
本
智
和

選
手
へ
の
贈
呈
式
を
開
催
。
郡
市
長
は
、

「
張
本
選
手
が
見
せ
て
く
れ
た
渾
身
の

プ
レ
ー
と
、
仲
間
を
信
じ
て
ラ
リ
ー
を

つ
な
げ
る
姿
に
勇
気
と
感
動
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
誇
り
で
す
」
と
活
躍
を
た

た
え
、
張
本
選
手
も
「
仙
台
に
メ
ダ
ル

を
持
ち
帰
れ
て
嬉
し
い
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
応
援
が
力
に
な
り
ま
し
た
」
と
あ

ふ
れ
る
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
赤
間
市
議
会
議
長
か
ら
も
「
仙

台
市
議
会
議
長
特
別
表
彰
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
順
次
、
メ
ダ
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
へ
の
「
賛
辞
の
楯
」
の
贈

呈
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
中
に
た
く
さ
ん
の
感
動
を
も
た

ら
し
て
く
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
田
中
将
大
選
手
・
浅
村

栄ひ
で
斗と

選
手
が
野
球
で
金
メ
ダ
ル
を
、
張

本
智
和
選
手
が
卓
球
男
子
団
体
で
銅
メ

ダ
ル
を
見
事
獲
得
。
ま
た
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
豊
島
英あ
き
ら

選
手
、
藤
本
怜れ

央お

選
手
が
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
で
銀
メ
ダ
ル
、
鈴
木
亜
弥
子
選
手

が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
の
シ
ン
グ
ル
ス

で
銀
メ
ダ
ル
、
ダ
ブ
ル
ス
で
銅
メ
ダ
ル

を
つ
か
み
取
る
な
ど
、
仙
台
ゆ
か
り
の

選
手
た
ち
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
市
で

は
６
人
の
メ
ダ
リ
ス
ト
の
功
績
を
た
た

▲張本選手は、「次は金メダルを獲得できるよう、さらに
練習を重ねていきます」と３年後のパリオリンピックに向
けた熱い思いを話しました

　
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍か

に
お
け
る
新
た

な
観
光
の
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
者

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
企
画
を

支
援
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
オ
ラ
ツ
ー

東
北
！
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ツ
ア
ー
は
、
自
宅
に
い
な
が
ら
、
東
北

の
豊
か
な
自
然
や
食
な
ど
の
多
彩
な
魅

力
を
体
感
で
き
る
も
の
で
す
。

　
９
月
23
日
に
南
三
陸
町
を
舞
台
と
し

て
開
催
さ
れ
た
第
１
弾
の
ツ
ア
ー
に
は
、

31
人
が
参
加
。
南
三
陸
町
震
災
復
興
祈

念
公
園
か
ら
語
り
部
の
方
が
復
興
の
歩

み
を
伝
え
た
ほ
か
、
山
林
と
中
継
を
つ

な
ぎ
、
南
三
陸
の
雄
大
な
自
然
を
生
か

し
た
林
業
の
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
、
職
人
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

事
前
に
自
宅
に
届
け
ら
れ
た
南
三
陸
杉

の
木
材
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
箸

置
き
作
り
も
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
杉
の
香
り
を
感
じ
る
こ
と
が
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東
北
の
多
彩
な
魅
力
を

自
宅
で
も
楽
し
も
う
―

オ
ラ
ツ
ー
東
北
！

で
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
五
感
を
刺
激
さ

れ
た
」「
い
つ
か
実

際
に
南
三
陸
町
に
行

っ
て
み
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
後
「
オ
ラ
ツ
ー

東
北
！
」
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な

ツ
ア
ー
を
拡
充
し
て
い
く
ほ
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
連
動
し
た
バ
ス
ツ
ア

ー
も
開
催
し
、
地
場
産
品
の
消
費
拡
大

や
東
北
へ
の
誘
客
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
オ
ラ
ツ
ー
東
北
！
」

https://hom
usubijapan.com

/
tohoku-online-tour/

　
10
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
青
葉

区
下
愛
子
の
蕃ば
ん
山ざ

ん
周
辺
で
消
防
ド
ロ
ー
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空
か
ら
迅
速
に
市
民
の

命
を
守
る
―
山
岳
救
助

訓
練

ン
の
活
用
と
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
る
山
岳
救
助
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
例
年
、
秋
に

山
中
で
の
転
倒
や
滑
落
に
よ
る
救
助
要

請
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
岳

地
の
過
酷
な
状
況
下
に
お
け
る
救
助
技

術
の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
登
山
者
１
人
が
転
倒
し
て

足
を
け
が
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
を

実
施
。
救
助
要
請
の
電
話
を
受
け
、
麓

か
ら
消
防
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
、
上
空

か
ら
捜
索
を
行
い
ま
し
た
。
数
分
後
に

は
、
ド
ロ
ー
ン
の
映
像
や
携
帯
電
話
の

位
置
情
報
な
ど
か
ら
救
助
要
請
者
を
発

見
。
直
ち
に
ド
ロ
ー
ン
が
特
定
し
た
場

所
に
消
防
隊
が
救
助
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
到
着

し
、
上
空
か
ら
救
助
要
請
者
を
吊
り
上

げ
て
救
出
し
ま
し
た
。
本
番
さ
な
が
ら

の
緊
迫
感
の
中
、
隊
員
た
ち
は
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
市
消
防
局
で
は
、
よ
り
迅
速
で
確
実

な
山
岳
救
助
に
向
け
、
今
後
も
定
期
的

に
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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畠
山
直
哉
は
、
石
灰
石
鉱
山
や
ボ

タ
山
、
暗あ

ん
渠き

ょ
と
い
っ
た
日
頃
見
過
ご

さ
れ
が
ち
な
風
景
を
、
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
透
明
感
と
色
彩
で
そ
の
風
景
の

本
質
的
な
美
し
さ
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
畠

山
は
陸
前
高
田
市
出
身
で
、
3
月
11

日
、
東
日
本
大
震
災
当
日
に
誕
生
日

を
迎
え
た
母
を
津
波
で
失
い
ま
し
た
。

以
来
、
現
在
の
拠
点
で
あ
る
東
京
か

ら
故
郷
に
通
い
続
け
、
陸
前
高
田
の

変
わ
り
ゆ
く
風
景
を
撮
り
続
け
て
い

ま
す
。

　
「
陸
前
高
田
２
０
１
１

─

２
０
１

４
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、

２
０
１
１
年
3
月
か
ら
２
０
１
４
年

12
月
ま
で
の
間
に
撮
影
し
た
故
郷
の

風
景‖

バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
ラ

ン
ド
ス
ケ
イ
プ
を
記
録
し
た
写
真
集

で
、
も
う
1
冊
の
「
ま
っ
ぷ
た
つ
の

風
景
」
は
、
２
０
１
６
年
に
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た

同
名
の
写
真
展
を
も
と
に
編
集
さ
れ

た
記
録
集
で
す
。
畠
山
の
関
心
は
常

に
風
景
に
向
け
ら
れ
、
人
物
を
撮
影

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、「
ま
っ
ぷ
た
つ

の
風
景
」
に
は
、
カ
メ
ラ
を
構
え
た

一
人
の
年
配
の
女
性
の
写
真
が
収
め

ら
れ
て
い
て
、
何
と
な
く
違
和
感
を

覚
え
ま
し
た
。
後
か
ら
そ
の
女
性
が

お
母
さ
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
畠
山
は
、「
風
景
は
、
た
だ
そ
こ

に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
が

歌
を
詠
ん
だ
り
写
真
を
撮
っ
た
り
す

る
た
び
に
、
新
し
く
生
ま
れ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
畠
山
が

撮
り
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
陸
前
高

田
に
も
新
し
い
風
景
が
生
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
、
そ
し
て
見
守
り
続
け
て
い

き
た
い
風
景
な
の
で
す
。

「
陸
前
高
田
２
０
１
１

─

２
０
１
４
」

畠山直哉／著
河出書房新社　刊

「
ま
っ
ぷ
た
つ
の
風
景
」畠山直哉／著

赤々舎　刊

陸
前
高
田
を
撮
り
続
け
る
写
真
家
―
畠
山
直
哉

　
ア
ー
ツ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
／
リ
サ
ー
チ
ャ
ー  

菅
野　
幸
子


